
 

 

全国訪問看護事業協会・日本訪問看護財団からのNursing Nowキャンペーンのご紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Nursing Nowキャンペーンで、 

訪問看護ステーションから情報を発信しよう！ 
 

 Nursing Nowは私たち看護師自身が、看護についてアピールするキャンペー

ンです。訪問看護ステーションでも、地域で訪問看護の存在や役割・効果などを

積極的にアピールしていくことが、Nursing Nowの活動につながります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国訪問看護事業協会 日本訪問看護財団 

訪問看護の力で健康な地域に💚 

訪問看護の実践

を積極的にアピ

ールしよう！ 多機関多職種に

訪問看護の効果

を伝えよう！ 

地域の方々に 

訪問看護の役割

を伝えよう！ 



 

 

Nursing Nowキャンペーンとは 

Nursing Nowは看護職への関心を深め、地位を向上することを目的として

世界的に展開されているキャンペーンです。全国訪問看護事業協会と日本訪

問看護財団は Nursing Nowに参加し、キャンペーンの趣旨に沿った活動を共

同で展開します。 

 訪問看護に携わる皆様には、Nursing Nowの趣旨をご理解いただき、地域

で訪問看護のアピールなど、積極的な活動をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                             

                                            

一般社団法人全国訪問看護事業協会 

〒160-0022 

東京都新宿区新宿 1-3-12 壱丁目参番館 401 

TEL：03-3351-5898 FAX：03-3351-5938 

公益財団法人日本訪問看護財団 

〒150-0001 

東京都渋谷区神宮前 5-8-2日本看護協会ビル 5階 

TEL：03-5778-7001  FAX：03-5778-7009 

●目的 

世界的に看護職への関心を深め、地位を向上することを目的とする。看護師の認知を向上し、

誰もが、どこででも健康と保健医療にアクセスできるよう、看護師の影響を拡大し、貢献を最大

化する。看護と助産の発展において力強い役割を果たす組織が世界には多数ある。Nursing Now

は、それらを補完し、後押しする。グローバルヘルスに関する考え方の前面に看護を押出し、看護

師が世界の健康向上により多くを果たせるようにする。 

●設立 

ナイジェル・クリスプ卿（前国民保健サービス（NHS）最高責任者）が主導し英国 グローバル

ヘルスに関する議員連盟（All-Party Parliamentary Group on Global Health）によって設立。 

●運営 

バーデット看護信託のプログラムとしてキャンペーン理事（20名）が運営。事務局長、専属職

員を配置。 

●パートナー 

世界保健機関（WHO）、国際看護師協会（ICN） 

●キャンペーン期間 

2018 年~2020 年（3 ヵ年）ナイチンゲール生誕 200 年記念の一環として、2020 年に進捗報告

書を発行予定。 

●Nursing Nowの目標 

①看護職の教育・専門職開発・雇用条件等への財源確保 

②効果的・革新的な看護実践の普及 

③保健医療政策への看護職の影響拡大 

④リーダーの職位につく看護職の増加 

⑤政策実現に向け政策・意思決定者へのエビデンス提供の拡大 
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